
２０２６年６月２６日

お 客 様 各 位

新 潟 県 労 働 金 庫

拝啓、時下ますますご清栄のこととお慶び申しあげます。

当金庫は６月２５日開催の第７４回通常総会におきまして、２０２６年３月期の業務

報告を行い、剰余金処分案、事業計画等が承認されました。

つきましては、２０２６年３月期決算の概要、２０２７年３月期事業計画の概要、

および役員改選についてご案内いたします。

敬具



- 1 -

                                             ２０２６年６月２６日

２０２６年３月期決算の概要

１．収支の状況

項 目 当 期 前 期 前 期 比

経 常 収 益 １３２億４６百万円 １１９億８４百万円 １２億６２百万円 １０．５３％

経 常 費 用 １１１億６４百万円 ９４億 ３百万円 １７億６１百万円 １８．７２％

経 常 利 益 ２０億８１百万円 ２５億８１百万円 △５億  百万円 △１９．３７％

特 別 利 益 －百万円 －百万円 －百万円 －％

特 別 損 失 ２億８６百万円 ２１百万円 ２億６５百万円 １２６１．９０％

税引前当期純利益 １７億９４百万円 ２５億６０百万円 △７億６６百万円 △２９．９２％

法 人 税 等 合 計 ４億７２百万円 ６億７０百万円 △１億９８百万円 △２９．５５％

当 期 純 利 益 １３億２２百万円 １８億８９百万円 △５億６７百万円 △３０．０１％

業 務 純 益 １３億 ６百万円 ２８億 ９百万円 △１５億 ３百万円 △５３．５０％

実 質 業 務 純 益 １３億 ６百万円 ２８億 ２百万円 △１４億９６百万円 △５３．３９％

コ ア業 務 純 益 ２７億 ８百万円 ３４億４１百万円 △７億３３百万円 △２１．３０％

（注）業務純益 ＝ 業務収益 － (業務費用 － 金銭の信託運用見合費用)

実質業務純益 ＝ 業務純益 ＋ 一般貸倒引当金繰入額

  コア業務純益 ＝ 実質業務純益 － 国債等債券損益

（１）経常収益

貸出金利息は、市場金利の上昇に伴い貸出金金利を引き上げたことや貸出金残高

が増加したことから、前期に比べ４億１４百万円増加しました。

預け金や有価証券などの余裕金利息は、預け金利息が増加したことなどから、前

期に比べ２億３０百万円増加しました。

労働金庫連合会から受け取る利用配当金は、前期に比べ９２百万円増加しました。

以上により、資金運用収益は、前期に比べ７億３６百万円増加しました。

余裕金関係では、運用資産の入替売買に伴う有価証券売却益が、前期に比べ５億

４４百万円増加しました。

これらの結果、全体の経常収益は、前期を１２億６２百万円上回る１３２億４６

百万円となりました。

（２）経常費用

預金利息は、市場金利の上昇に伴い預金金利を引き上げたことから、前期に比べ

１１億７３百万円増加しました。

    役務取引等費用は、貸出金残高の増加や保証料率の上昇に伴い保証協会への保証

料支払が増加したことなどから、前期に比べ１億２０百万円増加しました。

    余裕金関係では、有価証券売却損が前期に比べ７億２８百万円増加しました。

経費は、労働金庫連合会のオンライン運行経費や新築店舗・更改ＡＴＭの減価償

却費が増加したことなどから、前期に比べ９３百万円増加しました。



- 2 -

    このほか、貸倒引当金繰入額は前期に比べ３億２７百万円減少しました。

これらの結果、全体の経常費用は、前期を１７億６１百万円上回る１１１億６４

百万円となりました。

（３）経常利益

経常収益から経常費用を差し引いた経常利益は、前期を５億円下回る２０億８１

百万円となりました。

    コア業務純益は、貸出金利息などの資金運用収益の増加を、預金利息などの資金

調達費用の増加が上回ったことなどから、前期を７億３３百万円下回る２７億８百

万円となりました。

（４）特別利益および特別損失

特別利益の計上はありませんでした。

特別損失は、営業店舗の減損損失を計上したことなどから、前期に比べ２億６５

百万円増加しました。

（５）当期純利益

経常利益から特別損失を差し引いた税引前当期純利益は、前期を７億６６百万円

下回る１７億９４百万円となりました。

税引前当期純利益から、法人税等合計４億７２百万円を差し引いた当期純利益は、

前期を５億６７百万円下回る１３億２２百万円となりました。

２．主要勘定の状況

項 目 当 期 前 期 前 期 比

預 金 ８,８８７億５０百万円 ８,９９６億５８百万円 △１０９億 ８百万円 △１．２１％

貸 出 金 ３,９５６億９６百万円 ３,９０３億８３百万円 ５３億１３百万円 １．３６％

（１）預 金

物価高を背景に家計支出が増加していることや、市場金利の上昇に伴い「貯蓄か

ら投資」への流れが加速したため、財形貯蓄の残高が減少するなど、個人預金の減

少基調が続きました。

この結果、残高増加額は△１０９億８百万円（前期２億３５百万円）、残高増加

率は△１.２１％となりました。

（２）貸出金

家計負担の軽減に向けた借換えキャンペーンを継続実施したほか、アンケートや

セミナーの実施など会員推進機構や生協、企業・団体内互助会と連携した推進活動

を展開することで、会員とその家族の生活向上に資する取組みを進めました。

この結果、残高増加額は５３億１３百万円（前期７９億３９百万円）、残高増加

率は１.３６％となりました。
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３．主な諸比率・諸利回りの状況

（１）諸比率

項   目 当 期 前 期 前期比

自己資本比率（国内基準） １８．３６％ １８．６９％ △０．３３％

預 貸 率
（残高） ４４．５２％ ４３．３９％ １．１３％

（平残） ４３．６９％ ４２．５２％ １．１７％

（２）諸利回り

項   目 当 期 前 期 前期比

貸 出 金 利 回 り １．７７％ １．７０％ ０．０７％

預 け 金 利 回 り ０．３９％ ０．３２％ ０．０７％

有 価 証 券 利 回 り １．９６％ ２．４３％ △０．４７％

（ 余 裕 金 利 回 り ） （０．７６％） （０．７１％） （０．０５％）

資 金 運 用 利 回 り １．２３％ １．１５％ ０．０８％

預 金 利 回 り ０．１９％ ０．０６％ ０．１３％

経 費 率 ０．７１％ ０．６８％ ０．０３％

預 金 原 価 率 ０．９０％ ０．７４％ ０．１６％

資 金 調 達 原 価 率 ０．９０％ ０．７４％ ０．１６％

預 金 貸 出 金 利 鞘 ０．８７％ ０．９６％ △０．０９％

総 資 金 利 鞘 ０．３３％ ０．４１％ △０．０８％

（注）預金原価率 ＝ 預金利回り ＋ 経費率

資金調達原価率 ＝（資金調達費用 － 金銭の信託運用見合費用 ＋ 経費）÷ 資金調達勘定計平残

      預金貸出金利鞘 ＝ 貸出金利回り － 預金原価率

      総資金利鞘 ＝ 資金運用利回り － 資金調達原価率

４．不良債権の状況

項 目 当 期 前 期 前 期 比
破 産 更 生 債 権 及 び

これらに準 ずる債 権
１２億５９百万円 １３億２４百万円 △６５百万円 △４．９０％

危 険 債 権 ２６億５６百万円 ２４億５９百万円 １億９７百万円 ８．０１％

要 管 理 債 権 ８８百万円 １億３６百万円 △４８百万円 △３５．２９％

合  計 ４０億 ４百万円 ３９億１９百万円 ８５百万円 ２．１６％

不 良 債 権 比 率 １．０１％ １．００％ － ０．０１％

不良債権の合計は、前期に比べ８５百万円増加し、４０億４百万円となりました。

この結果、貸出金全体に占める不良債権の割合は、前期に比べ０.０１ポイント上

昇し、１.０１％となりました。
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２０２７年３月期事業計画の概要

２０２６年度は <中期経営計画２０２６> の初年度であり、「職員」が一段と前向きに

業務に取り組める職場風土を構築しながら、「パートナー」との連携を進化させ、「経営

基盤」をより強固なものにしていく１年とします。

１．取組み

基 本 方 針 課 題

Ⅰ 職員と共に豊かな成長を果たす 職員のウェルビーイング向上

Ⅱ パートナーとの連携を進化させる
独自性を活かした付加価値の創出

共感を呼ぶ行き届いた金融サポート

Ⅲ 経営基盤を整え未来に繋ぐ
預金残高の確保と融資残高の伸長

金融機関としての堅確な業務運営

共

通

会員・地域への更なる貢献に向け

生産性を高める
生産性の向上

２．収支計画

項 目 金  額 前 期 比

経 常 収 益 １５６億９９百万円 ２４億５３百万円 １８．５１％

経 常 費 用 １３５億４８百万円 ２３億８４百万円 ２１．３５％

経 常 利 益 ２１億５１百万円 ７０百万円 ３．３６％

当期純利益 １５億６２百万円 ２億４０百万円 １８．１５％

３．主要勘定計画

項 目 期 末 残 高 前 期 比

預 金 ８,７９２億５０百万円 △９５億円 △１．０６％

貸 出 金 ４,００６億９７百万円 ５０億円 １．２６％
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役   員 改   選

今総会は役員の改選期にあたり、理事・監事の選任を行いました。

１．理事（常勤）

理 事 長 山崎
やまざき

雅彦
まさひこ

（再任）

専務理事 齋藤
さいとう

堅蔵
けんぞう

（新任）（前：執行役員）

常務理事 井村
い む ら

好宏
よしひろ

（新任）（前：執行役員）

常務理事 山川
やまかわ

厚
あつし

  （新任）（業務統括部長・ＩＴ統括部長兼務）

（前：業務統括部長兼ＩＴ統括部長）

ほかに非常勤理事 １７名

なお、専務理事の鶴巻
つるまき

洋介
ようすけ

と常務理事の西山
にしやま

勉
つとむ

は退任いたしました。

２．監事（常勤）

常勤監事 村山
むらやま

義則
よしのり

（新任）（前：常務理事）

ほかに非常勤監事 ４名

なお、常勤監事の長谷川
は せ が わ

建
たて

雄
お

は退任いたしました。

以  上

労働金庫は「働く人の夢と共感を創造する協同組織の福祉金融機関」です。

今後ともご支援くださいますようよろしくお願い申しあげます。

〈本件に関するお問い合わせ先〉

経営企画部 髙橋、鷲尾

ＴＥＬ ０２５-２２３-８２０７


